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山陰近畿自動車道　（鳥取豊岡宮津自動車道）

国道１７８号　浜坂道路

発注者／兵庫県　但馬県民局　新温泉土木事務所　施工者／（株）ＩＨＩインフラ建設
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浜坂道路は、地域高規格道路「山陰近畿自動車道（鳥取豊岡宮津自動車道）」の一区間として、平成２１年３月に

整備区間の指定を受けた自動車専用道路です。この道路は、香住道路、余部道路、東浜居組道路とともに、現在の

国道１７８号のバイパスとして、災害時、積雪時の安全な交通を確保し、地域の産業や、経済活動を支える重要な

道路です。 本工事では、豊岡方面から余部地区内への連絡道路（ＯＦＦランプ）ならびに、余部地区内から鳥取

方面への連絡道路（ＯＮランプ）についてタキ川を渡る橋長＝２３．１ｍのランプ橋の施工を行います。

国道178号  浜坂道路　余部ＩＣ　Ｅランプ橋上部工工事

兵庫県　但馬県民局　新温泉土木事務所

株式会社ＩＨＩインフラ建設

平成　２５年　３月　２８日　　～　　平成　２５年　１２月　２０日

兵庫県美方郡香美町香住区余部

Ｌ＝２３．１００ｍ Ｗ＝１６．３７０ｍ

車道部４．０ｍ×２＋中央帯２．５ｍ＋路肩２．５ｍ×２＝１５．５ｍ

１径間ＰＣ単純中空床版橋

フレシネー工法 SWPR7BL　12S12.7

固定支保工（トラス支保工＋くさび式支保工）

施工すると完成です。

ＰＣ鋼線にプレストレスを

導入し、グラウトを

橋梁本体付属物

（壁高欄・中央分離帯等）と

注入します。

設置します。

支保工を設置します。

橋台パラペットを

型枠・鉄筋（下筋）

円筒型枠・ＰＣ鋼線

鉄筋（上筋）の順で

④床版コンクリート打設

高さの低い方から

高い方へ向かって順番に

コンクリートを打設します。

⑥橋梁付属物・完成

支保工解体後に

⑤PC緊張・グラウト注入

コンクリート打設後、

余　部　Ｉ　Ｃ　平　面　図
①施工前 ②支保工設置

支柱式支保工の設置後

トラス梁とくさび式

③型枠・鉄筋・ＰＣ工

構　造　一　般　図
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6.00% 横断勾配・・・ 8.00%

施 工 手 順　（Ｅランプ橋が出来るまで）

至 豊岡

本橋はコンクリート橋としては、曲線半径が小さく

（Ｒ＝５３ｍ）また、縦横断勾配が大きい（縦断勾配

6.0% 横断勾配 8.0％）の現場打ちＰＣ中空床版橋です。

中空床版橋とは・・・。

中が空洞となった円筒状の鋼製型枠を床版内に配置した

橋梁で、床版内に空洞を設けることにより橋の軽量化が

図られ、経済的にも優れたコンクリート橋です。
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